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運用報告書（全体版） 

Ｊ・エクイティ（ＤＣ年金） 

 

 
 

第20期（決算日：2022年３月16日） 
 

 

 

受益者のみなさまへ 
 

平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。 

さて、お手持ちの「Ｊ・エクイティ（ＤＣ年金）」

は、去る３月16日に第20期の決算を行いました。ここ

に謹んで運用状況をご報告申し上げます。 

今後とも引き続きお引き立て賜りますようお願い

申し上げます。 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商品分類 追加型投信／国内／株式  特化型  

信託期間 無期限（2002年９月30日設定） 

運用方針 

確定拠出年金法に基づく確定拠出年金制度の
ための専用ファンドとして、ファミリーファ
ンド方式により、日経平均株価指数を上回る
投資成果を目指します。 

主要運用対象 

ベ ビ ー 
ファンド 

Ｊ・エクイティ マザーファンド
受益証券 

マ ザ ー 
ファンド 

わが国の株式 

運用方法 
新しいバリュー投資の観点から、わが国の企
業の株式に投資を行います。 

主な組入制限 

ベ ビ ー 
ファンド 

株式への実質投資は、制限を設け
ません。 

マ ザ ー 
ファンド 

株式への投資は、制限を設けま
せん。 

分配方針 

毎年３月16日（休業日の場合は翌営業日）に
決算を行い、収益分配方針に基づいて分配を
行います。分配対象額の範囲は、経費控除後
の配当等収益と売買益（評価益を含みます。）
等の全額とします。基準価額水準・市況動向
等を勘案して、分配金額を決定します。（ただ
し、分配を行わない場合もあります。） 
 

  
※ 当ファンドは、課税上、株式投資信託として取り扱われます。 
 

◆ファンドは特化型運用を行います。一般社団法人投資信託協会は信
用リスク集中回避を目的とした投資制限（分散投資規制）を設けて
おり、投資対象に支配的な銘柄（寄与度＊が10％を超える又は超える
可能性の高い銘柄）が存在し、又は存在することとなる可能性が高
いものを、特化型としています。 

◆ファンドは、日経平均株価指数をベンチマークとして運用しており
ます。日経平均株価指数には、指数に対する寄与度が10％を超える
又は超える可能性の高い支配的な銘柄が存在するため、特定の銘柄
への投資が集中することがあり、当該支配的な銘柄に経営破綻や経
営・財務状況の悪化が生じた場合には、大きな損失が発生すること
があります。 
＊寄与度とは、投資対象候補銘柄の時価総額の合計額における一発行体あたり
の時価総額が占める比率または運用管理等に用いる指数における一発行体あ

たりの構成比率を指します。 

 

 分配金額の決定にあたっては、信託財産の
成長を優先し、原則として分配を抑制する
方針とします。（基準価額水準や市況動向等
により変更する場合があります。） 

140029 
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Ｊ・エクイティ（ＤＣ年金）

本資料 の表記にあたって  

・原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合
計が合計欄の値とは一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。 

・－印は組入れまたは売買がないことを示しています。 

 

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 日 経 平 均 株 価 指 数 

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 
期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％ 円 ％ ％ ％ 百万円 

16期(2018年３月16日) 20,703 0 23.8 21,676.51 10.7 97.1 － 293 

17期(2019年３月18日) 18,063 0 △12.8 21,584.50 △ 0.4 97.9 － 246 

18期(2020年３月16日) 15,344 0 △15.1 17,002.04 △21.2 96.9 － 192 

19期(2021年３月16日) 29,636 0 93.1 29,921.09 76.0 98.4 － 325 

20期(2022年３月16日) 24,578 0 △17.1 25,762.01 △13.9 97.4 － 246 
 

（注）日経平均株価（日経２２５）とは、東京証券取引所第一部上場銘柄のうち代表的な225銘柄を対象として日本経済新聞社により算出、公

表される株価指数です。当指数は、増資・権利落ち等の市況とは無関係の株価変動要因を修正して連続性を持たせたもので、わが国の

株式市場動向を継続的に捉える指標として、広く利用されています。日経２２５に関する知的財産権その他一切の権利は日本経済新聞

社に帰属します。日本経済新聞社は、日経２２５の内容を変える権利および公表を停止する権利を有しています。当ファンドは、委託

会社等の責任のもとで運用されるものであり、日本経済新聞社は、その運用および当ファンドの取引に関して、一切の責任を負いませ

ん。日本経済新聞社は、日経平均株価（日経２２５）を継続的に公表する義務を負うものではなく、公表の誤謬、遅延または中断に関

して、責任を負いません。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 「株式先物比率」は買建比率－売建比率。 
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Ｊ・エクイティ（ＤＣ年金）

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 日 経 平 均 株 価 指 数 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率  騰 落 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％ 円 ％ ％ ％ 

2021年３月16日 29,636 － 29,921.09 － 98.4 － 

３月末 29,449 △ 0.6 29,178.80 △ 2.5 98.1 － 

４月末 29,605 △ 0.1 28,812.63 △ 3.7 97.8 － 

５月末 29,091 △ 1.8 28,860.08 △ 3.5 97.7 － 

６月末 29,333 △ 1.0 28,791.53 △ 3.8 97.9 － 

７月末 27,778 △ 6.3 27,283.59 △ 8.8 97.9 － 

８月末 28,425 △ 4.1 28,089.54 △ 6.1 97.4 － 

９月末 30,067 1.5 29,452.66 △ 1.6 97.6 － 

10月末 29,524 △ 0.4 28,892.69 △ 3.4 98.3 － 

11月末 29,312 △ 1.1 27,821.76 △ 7.0 96.8 － 

12月末 29,737 0.3 28,791.71 △ 3.8 97.6 － 

2022年１月末 26,510 △10.5 27,001.98 △ 9.8 98.5 － 

２月末 25,954 △12.4 26,526.82 △11.3 96.7 － 

(期  末)       

2022年３月16日 24,578 △17.1 25,762.01 △13.9 97.4 － 
 

（注） 騰落率は期首比。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 「株式先物比率」は買建比率－売建比率。 
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Ｊ・エクイティ（ＤＣ年金）

運用経過
第20期：2021年３月17日～2022年３月16日

当期中の基準価額等の推移について

基準価額等の推移

※分配金再投資基準価額は、分配金が支払われた場合、収益分配金
（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、
ファンドの運用の実質的なパフォーマンスを示すものです。
※実際のファンドにおいては、分配金を再投資するかどうかについ
ては、受益者のみなさまがご利用のコースにより異なります。ま
た、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。従って、
各個人の受益者のみなさまの損益の状況を示すものではない点に
ご留意ください。

第 2 0 期 首 29,636円
第 2 0 期 末 24,578円
既払分配金 0円
騰 落 率 －17.1％

（円） （百万円）
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純資産総額：右目盛

基準価額：左目盛

ベンチマーク：左目盛

Ｊ・エクイティ（ＤＣ年金）
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Ｊ・エクイティ（ＤＣ年金）

基準価額の主な変動要因

基準価額は期首に比べ17.1％の下落となりました。
基準価額の動き

ファンドの騰落率は、ベンチマークの騰落率（－13.9％）を3.2％
下回りました。

ベンチマークとの差異

新型コロナウイルスのワクチン接種普及などによる経済正常化へ
の期待などを背景に国内株式市況が一時的に上昇したことが、一
時的な基準価額の上昇要因となりました。

上昇要因

中国不動産大手企業の債務問題、新型コロナウイルスの変異株で
あるオミクロン株の拡大、米国の金融引き締め懸念、ウクライナ
情勢を巡る警戒感など様々な不透明要因から国内株式市況が下落
したことが、基準価額の下落要因となりました。

下落要因

銘柄要因
上位５銘柄・・・ 東京エレクトロン、レーザーテック、東京海上ホールディングス、三菱商事、

トヨタ自動車
下位５銘柄・・・ ソフトバンクグループ、ファーストリテイリング、ファナック、Ｓａｎｓａｎ、

ＴＤＫ

Ｊ・エクイティ（ＤＣ年金）
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Ｊ・エクイティ（ＤＣ年金）

第20期：2021年３月17日～2022年３月16日

投資環境について

  国内株式市況
国内株式市況は下落しました。
期首から2021年８月中旬にかけては、新
型コロナウイルスの新規感染者数の再拡
大などによる経済活動に対する先行き不
透明感などにより下落しました。
８月下旬から９月中旬にかけては、日本
を含む各国の積極的な金融政策や財政政
策のプラス影響、新型コロナウイルスの
ワクチン接種普及などによる経済正常化
への期待などから、上昇しました。

９月下旬から期末にかけては、新型コロ
ナウイルスのワクチン接種普及などによ
る経済正常化への期待などから一時的に
上昇する局面もありましたが、中国不動
産大手企業の債務問題、新型コロナウイ
ルスの変異株であるオミクロン株の拡大、
米国の金融引き締め懸念、ウクライナ情
勢を巡る警戒感など様々な不透明要因か
ら、国内株式市況は下落基調で推移しま
した。

当該投資信託のポートフォリオについて

  Ｊ・エクイティ（ＤＣ年金）
Ｊ・エクイティ　マザーファンド（以下
マザーファンド）受益証券の組入比率を
高位に保ちました。

  Ｊ・エクイティ　マザーファンド
新しいバリュー投資＊の観点から、わが国
の企業の株式に投資を行いました｡
＊ 新しいバリュー投資とは、株価収益率（ＰＥＲ）、
株価純資産倍率（ＰＢＲ）などの従来からの割安
判断指標に加え、企業の成長ステージに応じた判
断指標を使用することで、あらゆる成長ステージ
から割安銘柄の発掘が可能となるとともに、従来
の考え方ではグロース銘柄に分類される銘柄も投
資対象に含まれます。

コア・ポートフォリオ（基本投資比率

85％程度）は、主として東証一部上場の
大中型銘柄の中から、投資価値に対して
割安と判断される企業に投資を行ってい
ます。基準価額の変動を常にチェックし、
安定した成長をめざした運用を行ってい
ます。ノン・コア・ポートフォリオ（基
本投資比率15％程度）は、主として東証
一部上場小型・二部上場、ＪＡＳＤＡＱ
上場、マザーズ上場銘柄の中から、成長
性に富み次世代の日本を担う企業へ投資
を行っています。投資比率は期を通して
コア・ポ－トフォリオ85％程度、ノン・
コア・ポートフォリオ15％程度を維持し
ました。

Ｊ・エクイティ（ＤＣ年金）
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Ｊ・エクイティ（ＤＣ年金）

銘柄選定にあたっては、企業訪問などに
よる定性分析、財務分析による定量分析
を通じ、事業分野・経営戦略・経営資
源・成長性・競争力・バリュエーション
など複数の基準により企業の投資価値を
多面的に判断し、ポートフォリオに組み
入れる銘柄を選定しました。新規に19銘
柄を組み入れ、34銘柄を全売却しました。
コア・ポートフォリオでは、デジタル化
の進展に伴い半導体製造装置の需要拡大

に期待して「ＳＣＲＥＥＮホールディン
グス」などを新規に組み入れました。ま
た、在庫調整などによる業績成長鈍化を
懸念して「太陽誘電」などを全株売却し
ました。ノン・コア・ポートフォリオで
は、車輛資材事業の収益回復等に期待し
て「セーレン」などを新規に組み入れま
した。また、業績成長の鈍化を懸念して
「ギフティ」などを全株売却しました。

銘柄選択要因： 「レーザーテック」、「富士電機」をベンチマークに対してオーバーウェイト
としていたことがプラスに寄与しました。

当該投資信託のベンチマークとの差異について

  Ｊ・エクイティ（ＤＣ年金）
ファンドの騰落率は、ベンチマークの騰落率（－13.9％） 
を3.2％下回りました。

主な差異要因
マザーファンド保有以外の要因
信託報酬等のコストがマイナス要因となりました。

マザーファンド保有による要因 
プラス要因
業種配分要因： 電気機器をベンチマークに対してオー

バーウェイトとしていたことがプラス
に寄与しました。

（％）

2021/３/16 ～ 2022/３/16
－20.0

－15.0

－10.0

－5.0

0.0

基準価額（ベビーファンド）と
ベンチマークの対比（騰落率）

Ｊ・エクイティ（ＤＣ年金）
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Ｊ・エクイティ（ＤＣ年金）

マイナス要因
業種配分要因： 小売業をベンチマークに対してオーバーウェイトとしていたことがマイナス

に影響しました。
銘柄選択要因： 「Ｓａｎｓａｎ」、「日本電産」をベンチマークに対してオーバーウェイトと

していたことがマイナスに影響しました。

分配金について
収益分配金につきましては、基準価額水準・市況動向等を勘案し、次表の通りとさせていただき
ました。収益分配に充てなかった利益（留保益）につきましては、信託財産中に留保し、運用の
基本方針に基づいて運用します。

分配原資の内訳 （単位：円、１万口当たり、税込み）

項　目 第20期
2021年３月17日～2022年３月16日

当期分配金（対基準価額比率） －（－％）

当期の収益 －

当期の収益以外 －

翌期繰越分配対象額 24,440

（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基
準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファ
ンドの収益率とは異なります。

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨て
で算出しているため合計が当期分配金と一致しな
い場合があります。

Ｊ・エクイティ（ＤＣ年金）
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Ｊ・エクイティ（ＤＣ年金）

今後の運用方針（作成対象期間末での見解です。）

  Ｊ・エクイティ（ＤＣ年金）
引き続き、主として、Ｊ・エクイティ　
マザーファンド受益証券を投資対象とし
て運用を行います。これまでと同様、マ
ザーファンドの組入比率を高位に保つ方
針です。

  Ｊ・エクイティ　マザーファンド
引き続き、企業を成長ステージ別に分類
し、それぞれの成長ステージに応じた企
業の投資価値を多面的に判断し、組入銘
柄の厳選に努めます。株式組入比率につ
いては95％以上の水準を維持する方針で
す。
欧米を中心に新型コロナウイルスの新規
感染者数が減速し、供給問題に徐々に解
消の兆しがある一方、ロシアのウクライ
ナ侵攻による地政学リスクの高まりによ
り、当面の株式市況は方向感が出づらい
展開を想定します。また、原油などの商
品市況も上昇していることからインフレ

動向は注視が必要です。しかし、中期的
には新型コロナウイルス問題が改善に向
かうことで世界経済は正常化すると考え
ます。また、米国の金融政策は、経済環
境を悪化させるような過度な引き締めに
はならないと想定しています。加えて、
国内外の2021年10－12月期決算におい
ては、半導体関連やＥＶ関連、ＩＴサー
ビスなどで好決算が見られ、脱炭素社会
や経済のデジタル化に向けた大きな潮流
が着実に進展しており、今後の更なる拡
大に期待が持てます。短期的には不透明
感が強く株式市況は調整していますが、
こうした局面においては本来の企業価値
から大きく乖離したと思われる株価形成
がなされることも多く、徹底したリサー
チにより大きな超過収益をもたらす企業
を発掘する有望な機会であると捉えてい
ます。引き続き、株価のバリュエーショ
ンなどに留意し、企業調査を通じて銘柄
の厳選を継続する所存です。

Ｊ・エクイティ（ＤＣ年金）
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3

Ｊ・エクイティ（ＤＣ年金）

2021年３月17日～2022年３月16日

１万口当たりの費用明細

（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を
含む）は、追加・解約により受益権口数に変動が
あるため、簡便法により算出した結果です。

（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してありま
す。

（注） 売買委託手数料およびその他費用は、このファン
ドが組み入れている親投資信託が支払った金額の
うち、当ファンドに対応するものを含みます。

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円
未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除し
て100を乗じたもので、項目ごとに小数第３位未
満は四捨五入してあります。

項目
当期

項目の概要
金額（円） 比率（％）

(ａ)信 託 報 酬 507 1.760 (ａ)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率×（期中の日数÷年間日数）

( 投 信 会 社 ) (237) (0.825) ファンドの運用・調査、受託会社への運用指図、基準価額の算出、目論見書等の作成等の対価
( 販 売 会 社 ) (237) (0.825) 交付運用報告書等各種書類の送付、顧客口座の管理、購入後の情報提供等の対価
( 受 託 会 社 ) ( 32) (0.110) ファンドの財産の保管および管理、委託会社からの運用指図の実行等の対価

(ｂ)売買委託手数料 13  0.044  (ｂ)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数
有価証券等の売買時に取引した証券会社等に支払われる手数料

( 株 式 ) ( 13) (0.044) 

(ｃ)そ の 他 費 用 1  0.004  (ｃ)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数

( 監 査 費 用 ) (  1) (0.004) ファンドの決算時等に監査法人から監査を受けるための費用

合　　計 521  1.808  

期中の平均基準価額は、28,782円です。

Ｊ・エクイティ（ＤＣ年金）

― 9 ―

02_コメント-費用-TER_10pt_910452.indd   902_コメント-費用-TER_10pt_910452.indd   9 2022/04/22   15:15:032022/04/22   15:15:03



4

Ｊ・エクイティ（ＤＣ年金）

（参考情報）
■総経費率
当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有
価証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じ
た数で除した総経費率（年率）は1.76％です。

（注） 費用は、１万口当たりの費用明細において用いた
簡便法により算出したものです。

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手
数料及び有価証券取引税を含みません。

（注） 各比率は、年率換算した値です。
（注） 前記の前提条件で算出したものです。このため、

これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生
した費用の比率とは異なります。

運用管理費用（販売会社）
0.82％

運用管理費用（投信会社）
0.82％総経費率

1.76％

その他費用
0.00％

運用管理費用（受託会社）
0.11％

Ｊ・エクイティ（ＤＣ年金）
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Ｊ・エクイティ（ＤＣ年金）

○売買及び取引の状況 (2021年３月17日～2022年３月16日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
Ｊ・エクイティ マザーファンド 11,797 35,042 22,510 67,209 

 
 
 

○株式売買比率 (2021年３月17日～2022年３月16日) 

 

項 目 
当 期 

Ｊ・エクイティ マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 4,194,141千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 7,007,184千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 0.59   
 

（注） (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2021年３月17日～2022年３月16日) 

 

＜Ｊ・エクイティ（ＤＣ年金）＞ 

 該当事項はございません。 

 

＜Ｊ・エクイティ マザーファンド＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
株式 1,753 81 4.6 2,440 762 31.2 

平均保有割合 4.2%       
 
※平均保有割合とは、親投資信託の残存口数の合計に対する当該ベビーファンドの親投資信託所有口数の割合。 

 

 

＜Ｊ・エクイティ マザーファンド＞ 

種     類 買 付 額 

 百万円 
株式 0.96 

   

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

利害関係人との取引状況 
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Ｊ・エクイティ（ＤＣ年金）

 

項 目 当 期 
売買委託手数料総額（A） 130千円 
うち利害関係人への支払額（B） 27千円 

（B）／（A） 20.9％   
 

（注） 売買委託手数料総額は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものです。 
 

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは三菱
ＵＦＪモルガン・スタンレー証券、モルガン・スタンレーＭＵＦＧ証券です。 

 

○組入資産の明細 (2022年３月16日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

Ｊ・エクイティ マザーファンド 107,880 97,167 246,300 
 
 
 

○投資信託財産の構成 (2022年３月16日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

Ｊ・エクイティ マザーファンド 246,300 98.7 

コール・ローン等、その他 3,157 1.3 

投資信託財産総額 249,457 100.0 
 
 
 

 

親投資信託残高 



品 名：03_90003_140029_020_02_Ｊ・エクイティ（ＤＣ年金）_910452.docx 

日 時：2022/4/22 15:17:00 

ページ：13 
 

― 13 ― 

Ｊ・エクイティ（ＤＣ年金）

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2022年３月16日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 249,457,852   

 コール・ローン等 3,126,178   

 Ｊ・エクイティ マザーファンド(評価額) 246,300,957   

 未収入金 30,717   

(B) 負債 2,573,586   

 未払信託報酬 2,567,228   

 その他未払費用 6,358   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 246,884,266   

 元本 100,450,369   

 次期繰越損益金 146,433,897   

(D) 受益権総口数 100,450,369口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 24,578円 

 
＜注記事項＞ 

①期首元本額 109,728,582円 

期中追加設定元本額 13,777,636円 

期中一部解約元本額 23,055,849円 

また、１口当たり純資産額は、期末2.4578円です。 

○損益の状況 (2021年３月17日～2022年３月16日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △        264   

 受取利息 5   

 支払利息 △        269   

(B) 有価証券売買損益 △ 44,557,332   

 売買益 3,004,227   

 売買損 △ 47,561,559   

(C) 信託報酬等 △  5,301,255   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △ 49,858,851   

(E) 前期繰越損益金 131,805,538   

(F) 追加信託差損益金 64,487,210   

 (配当等相当額) (  113,673,253)  

 (売買損益相当額) (△ 49,186,043)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 146,433,897   

(H) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 146,433,897   

 追加信託差損益金 64,487,210   

 (配当等相当額) (  113,703,582)  

 (売買損益相当額) (△ 49,216,372)  

 分配準備積立金 131,805,538   

 繰越損益金 △ 49,858,851   
 

（注） (B)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。

（注） (C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて

表示しています。 

（注） (F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設

定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 

 

②分配金の計算過程 

項 目 
2021年３月17日～ 
2022年３月16日 

費用控除後の配当等収益額 －円 

費用控除後・繰越欠損金補填後の有価証券売買等損益額 －円 

収益調整金額 113,703,582円 

分配準備積立金額 131,805,538円 

当ファンドの分配対象収益額 245,509,120円 

１万口当たり収益分配対象額 24,440円 

１万口当たり分配金額 －円 

収益分配金金額 －円 

 

＊三菱ＵＦＪ国際投信では本資料のほかに当ファンドに関する情報等の開示を行っている場合があります。詳しくは、取り扱い販売会社に

お問い合わせいただくか、当社ホームページ（https://www.am.mufg.jp/）をご覧ください。 
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